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伊方発電所第２号機 中性子検出器の指示不良他 

３件に係る報告書の提出について 

 

 

 平成 17 年９月に発生しました伊方発電所第２号機 中性子検出器の指示不良

他２件、および、平成 17 年５月 30 日に発生しました伊方発電所 雑固体焼却設

備の不具合につきまして、その後の調査結果がまとまりましたので、安全協定

第 11 条第２項に基づき、別添のとおり報告いたします。 

 

今後とも伊方発電所の安全・安定運転に取り組んでまいりますので、ご指導

賜りますようお願い申しあげます。 
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１．件 名 

     伊方発電所 

     雑固体焼却設備の不具合ついて 

 

２．事象発生の日時 

     平成１７年５月３０日 １４時１０分頃 （確認） 

 

３．事象発生の設備 

     雑固体焼却設備 排ガス系統 

 

４．事象発生時の運転状況 

     １号機通常運転中（電気出力５７２ＭＷ） 
   ２号機通常運転中（電気出力５７２ＭＷ） 
   ３号機通常運転中（電気出力９１７ＭＷ） 

 

５．事象発生の状況 

伊方発電所 雑固体焼却設備は停止中のところ、５月３０日１４時１０分頃、

保修員が排ガス系統の１次セラミックフィルタＡの入口配管の伸縮継手部  

（Ｎｏ．６）にひび割れがあることを確認した。 
当該伸縮管継手および類似の伸縮継手３２台の合計３３台を点検した結果、４

台の伸縮継手において、ひび割れが３１箇所確認された。 
本事象によるプラントの運転への影響および周辺環境への放射能の影響はな

かった。                        （添付資料－１） 

 

６．事象の時系列 

   ５月３０日 
         １４時１０分頃   保修員が１次セラミックフィルタＡの入口ライン

の伸縮継手部にひび割れがあることを確認 
 
   ５月３１日～１０月１８日 当該伸縮継手および類似伸縮継手調査（３３台） 

 

７．調査結果 

当該伸縮継手にひび割れが発生した原因について、以下の調査を行い、要因の

検討を実施した。 
                             
（１）当該伸縮継手の調査 
   ａ．外面点検 

    当該伸縮継手の外面を点検（液体浸透探傷検査「以下ＰＴ」という）し

た結果、ステンレス鋼製ベローズ部（厚さ１．２ｍｍ）に最大で長さ    

１２５ｍｍ，幅２ｍｍのひび割れが合計１５箇所確認された。       
（添付資料－２（１／２）、２（２／２）） 
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   ｂ．内面点検 

当該伸縮継手を取り外し、ベローズ部内面を点検（ＰＴ）した結果、外

面と相対する位置に、最大で長さ１２５ｍｍ，幅２ｍｍのひび割れが合計

１５箇所確認され、貫通していることが確認された。 
また、微小な穴（孔食）が多数確認された。    （添付資料－３） 

   

 ｃ．内面付着物の分析 

当該伸縮継手のベローズ部内面の付着物を採取し組成分析した結果、排

ガス中に存在する塩素（Ｃｌ）および硫黄（Ｓ）の付着が確認された。 
（添付資料－３） 

   ｄ．ひびの断面ミクロ観察 

ひびの断面ミクロ観察を実施した結果、ひびは内表面の孔食部を起点と

し、外表面に向かい進展していた。また、塩化物応力腐食割れの特徴であ

る枝分かれした粒内割れが認められた。       （添付資料－４） 
   

   ｅ．断熱材の点検 

当該伸縮継手内部の断熱材を点検した結果、異常は認められなかった。 

 

（２）類似の伸縮継手の点検 

当該伸縮継手と類似の伸縮継手として、空気予熱器～焼却炉～空気混合器

の間の高温用伸縮継手１５台ならびに空気混合器～排気筒の間の低温用伸縮

継手１７台の合計３２台について外面点検（ＰＴ）を実施した。また、高温用

伸縮継手２台および低温用伸縮継手２台を取り外し、内面点検（ＰＴ）を実施

した。 

 

   ａ．高温用伸縮継手（１５台） 

高温用伸縮継手１５台について外面を点検（ＰＴ）した結果、１５台中

３台（Ｎｏ５，９，１１）にひび割れを１６箇所確認した。また、外面に

傷のあった１台（Ｎｏ．９）と外面に傷のなかった１台（Ｎｏ．１５）の

内面を点検（ＰＴ）した結果、外面に傷のあった１台（Ｎｏ．９）にひび

割れを１箇所確認した。なお、Ｎｏ．９，１５のベローズ内面の付着物を

組成分析した結果、塩素（Ｃｌ）および硫黄（Ｓ）の付着が確認された。 

 

ｂ．低温用伸縮継手（１７台） 

低温用伸縮継手１７台について外面を点検（ＰＴ）した結果、１７台と

も健全であった。また、２台（Ｎｏ．１７，２９）の内面を点検（ＰＴ）

した結果、１台（Ｎｏ．１７）のベローズ片端部に極軽微な孔食およびひ

びが認められたが、機能および安全上問題となるものでなかった。         

また、Ｎｏ．１７，２９のベローズ内面の付着物を組成分析した結果、

Ｎｏ．１７については硫黄（Ｓ）の付着が確認され、塩素（Ｃｌ）は確認

されなかった。 
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なお、Ｎｏ．２９については硫黄（Ｓ）および塩素（Ｃｌ）は確認され

なかった。                    （添付資料－５） 

 

（３）運転状況の調査 

雑固体焼却設備の排ガス系統は、焼却炉の負圧維持のため運転中および停止

中を問わず常時運転され、焼却運転中には燃焼ガス（高温側：７００～９００

℃、低温側：２００～２３０℃）が流れており、排ガス系統に設置されている

伸縮継手は、焼却炉の運転・停止に伴う温度変化により熱応力を繰り返し受け

る構造であった。 
 

（４）点検・保守状況の調査 

雑固体焼却設備の伸縮継手は、雑固体焼却設備建設（昭和５８年）以降、  

取替の実績はなかった。 
 
８．推定原因 

当該伸縮継手のひび割れの原因は、 

・高温の排ガス中に含まれる亜硫酸ガスと水分が、伸縮継手（ステンレス鋼

製）と断熱材の隙間で反応して硫酸となり、伸縮継手内表面に付着し硫酸

による孔食が発生した。 

 

・伸縮継手内表面の孔食部に排ガス中の塩素（Ｃｌ）が侵入濃縮するととも

に、焼却炉の運転・停止に伴う熱応力により孔食部を起点に塩化物応力腐

食割れが発生進展し、貫通に至ったものと推定される。 

 
なお、低温用伸縮継手については、塩素（Ｃｌ）が確認されなかったため、極

軽微な孔食とひびに留まったものと推定される。 
 

９．対 策 

ひび割れが確認された当該伸縮継手を含む高温用伸縮継手１４台（焼却炉出

口～空気混合器入口）について、Ｈ１７年中に、より耐食性に優れた材質の伸

縮継手に取り替えるとともに、定期的に外面点検を実施する。 

なお、低温用伸縮継手については、塩素（Ｃｌ）が確認されなかったことか

ら、ひび割れに進展する可能性は低いと考えられるものの、念のため、高温用

と同様に定期的に外面点検を実施する。 

   

 
以 上 
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添付資料－１ 伊方発電所 雑固体焼却設備概略系統図 

 

添付資料－２ 当該伸縮継手外面 
 
添付資料－３ 当該伸縮継手内面 
 
添付資料－４ 当該伸縮継手断面ミクロ観察 
 
添付資料－５ 低温用伸縮継手（Ｎｏ．１７）内面 
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添付資料－２（１／２）
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添付資料－２（２／２）
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添付資料－３
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添付資料－５

低温用伸縮継手（Ｎｏ．１７）内面
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